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杉野　隆一　（生命共生体進化学専攻）

1 概要

私はアイルランドの首都ダブリンにあるトリニティカレッジ ( Trinity College
Dublin )のＷｏｌｆｅ教授の研究室に参加しました。２００９年７月１４日から９月１
６日の日程です。
トリニティカレッジではＷｏｌｆｅ教授と話し合って決めた研究テーマで研究を進
めました。また、研究室で毎週行われるジャーナルクラブに参加しました。Ｗｏｌｆｅ
教授の研究室はゲノム研究において世界の最先端のひとつであり、そこに参加でき
たことは世界の研究室を知る上でためになりました。
アイルランドは気候も穏やかであり、ダブリンも街が小さくまとまっていて、短期
滞在でも快適な生活を送ることができました。難点を挙げるなら物価が高かったこ
とです。また公用語には英語も含まれているのですが、なまりのきつい人も多かった
ことが印象に残っています。

2 派遣前準備

まずどうやってＷＯＬＦＥ教授と連絡をとったかについて話します。私は２００７年
度の総研大の生命科学系合同セミナーにおいて、企画者の一人として招待講演の
演者の選定に参加しました。その候補に私が以前から研究内容に興味を持ってい
たＷｏｌｆｅ教授を選び、彼からも快諾をいただきました。幸い彼も私の研究のこと
を知っており、私のことに興味を持ってくれていたことが分かりました。そこで、総研
大には学生海外派遣事業があることを説明し、研究室を訪問することを認めてもら
いました。
アイルランドの公用語は英語なので、語学に関しては渡航に当たって特別な準備
はしていません。強いて挙げれば授業に出席したくらいでしょうか。
我々の研究分野では個人のコンピューターを用いたデータ解析がメインになりま
す。そのため研究に関しての準備にも特別なものは必要なく、トリニティカレッジで
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の研究内容も打ち合わせはせず全て現地で準備・解析を行いました。

3 生活状況

3.1 住環境

1: 上の写真はアイルランドの典型的な集
合住宅です。およそ３００年くらい前に建て
られたもので、最上階の狭い窓にはservant
が住んでいたそうです（複数から聞きまし
た）。下の写真は我が家のリビングです。洗濯
物は部屋干しです。

トリニティカレッジの宿舎は夏の間は解放
していなかったので、住まいはＷｏｌｆｅ教授
の研究室の院生の部屋を間借りしました。
大学の近くなのですが家賃は１２００ユーロ
でした。当時のユーロは１３５円程度だった
ので円換算でおよそ１６万！！これをフラット
メイトと折半していました。設備や新しさは
日本のワンルームマンションに比べると多少
見劣りします。家具付きの部屋だったので、リ
ビングの優雅さはなかなかでした（右の写真
です）。他によかったことは間取りが（日本に
比べて）ひろいこと、歴史を感じさせる趣のあ
る建物というところです。

3.2 食生活

ヨーロッパでの一般的な食生活は、朝と夜
にしっかり食べて昼はつまむ程度で済ませ
る傾向にあるようです。実際に研究室のメン
バーの昼食はスナックやリンゴなどでした。
私の滞在期間は２か月だったので食事は
主に外食や簡単なもので済ませていました。昼は主に学校の食堂でした。アイルラ
ンドの主食はポテトでよくラザニアとセットになっていました。サイズはアメリカンク
オリティというか、大盛りでした。料金はおよそ５ユーロ、学外で食べるのに比べると
ややお得というところです。
米が食べたいときは中華バイキングやベトナム料理を食べていました。ダブリン
は日本食の店が少なく、また出される料理も普段日本で食べてるものとはほど遠
い気がします。ダブリン市内では中華バイキングが普及しているようで至る所で見
かけました。アイルランドでは主食のポテトですが日本人にとっては基本的に塩気
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が少ない感があります。その点マクドナルドのポテトは安定したクオリティで頼もし
かったです。

3.3 言葉について

2: 中央部にあるアイルランド第三の都市Limerickで
食べた豚レバーのグリルwithポテト（薄味）。西海岸で
は魚料理が多くでてきました。

研究室のメンバーと会話するとき
は、研究内容が近いため研究に関し
て話すときは問題はありませんでし
た。生活に関しては身振り手振りも
使えば通じないことはありませんで
した。また、うまく会話が成り立たな
くても現地の人は優しく応対してく
れました。アメリカとはえらい違いで
す。英語は外国人の英語の方が聞き
取りやすかったです。
アイルランドは英語が公用語なの
ですが、最近の民族運動では現地の
ケルト語を復活させようという流れ
があるそうです。特に西の方では学
校でケルト語を教えることが義務化されているそうです。その名残なのかどうか、西
部出身の人の英語は基本的に聞き取れない印象がありました。傾向として言葉を
はっきりしゃべらず、口の中でごもっている感じです。ただしっかりとした英語力があ
れば問題はなさそうなので、私の英語力不足も原因の一つです。
「パブにはいったか？」これがアイルランド人の殺し文句でした。パブはアイルラン
ダーの社交場で、金曜の夕方（６時頃）のパブは歩道にはみ出すほど賑わっています。
明るさは昼間である（夏の日没は１１時）にも関わらず、です。そんなアイルランドの
信教はギネス教です。アイルランドで生まれたギネスビールは世界中に広められ、各
パブにはギネスを讃えるポスターが掲げられています。背景に使ってる写真は、その
聖地に巡礼にいくともらえるパンフレットです。日本語版も用意されています。

3.4 観光都市ダブリンとトリニティカレッジ

ダブリンの街は小さくvisitorが行く場所はほとんど歩いていけます。交通機関は
バスと路面電車があります。路面電車は最近配備されたものらしくとてもきれいで
した。トリニティカレッジは首都ダブリンのまさに中心地に位置しています。また観
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光の目玉の一つでもあり大学は市民にとっても簡単に入れるようになっていまし
た。トリニティカレッジは４００年の歴史を誇る大学で、建物も相応の歴史を感じさ
せるものでした。
トリニティカレッジの目玉は図書館に秘蔵されてある『ケルズの書』です。これはア
イルランドにキリスト教が布教されたときに教義を現地の言葉に翻訳したもので
す。この本が有名なのには２つの理由があります。一つは本の表紙にきれいな装飾
がされていること、もう一つは文章中の訂正に凝った装飾がされていることです。

3: ダブリンのファッションリーダーたち
です。あちらでもチョイ悪親父が流行って
いる模様です。

図書館への入場は有料（なんと学生割引で８
ユーロ）な上に一度に入れる人数にも制限があ
り、毎日行列ができていました。ちなみに私はＷ
ｏｌｆｅ教授の御力で、順番待ちもなく無料で入
れました。権力って素晴しいです。

4 研究に関すること

4.1 研究状況

トリニティカレッジでは、日本で進めている研
究とＷｏｌｆｅ教授と相談して決めた研究テー
マを並行して進めていました。私は博士論文の
テーマとして出芽酵母のゲノム進化を対象に
研究しています。出芽酵母は真核生物のモデル
生物として、ゲノム配列も真核生物では最も早
く同定され（１９９６年）、その後のポストゲノム
研究においても最も研究が進んでいる種の一
つです。
今回私が訪問したＷｏｌｆｅ教授は出芽酵母
のゲノム進化研究のパイオニアの１人です。Ｗｏｌｆｅ教授の代表的な研究として、
出芽酵母で過去にゲノム倍加が起こったことを証明した研究が挙げられます（１９
９７年）。以降、彼はゲノム倍加を中心に出芽酵母に限らず、植物や脊椎動物などに
関しても研究を行っています。私の現在の研究においても彼の研究室で開発された
ソフト（Yeast Gene Order Browser）を使っています。
研究室のイベントは、毎週一回のセミナーでその日に進捗状況の報告とジャーナ
ルクラブを行っています。発表者は当番制です。それ以外の日は各自で勝手に研究
を行っていました。私は期限も短いため教授とディスカッションをする時間を多く割
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いてもらいました。

5 反省

アイルランドに入国するときに移民局で捕まりました。アイルランド訪問の目的を
証明する書類を持っていないことが原因でした。不法滞在の取り締まりだそうです。
油断していました。
派遣されたみなさんが書かれていますが、よその研究室をみることは分野での自
分の位置を知ることができる貴重な機会だと思います。特に海外の研究室へ行くの
にはお金の問題もあり、気軽に行けるものではありません。このような機会を与えて
下さった総研大に、この場を借りてお礼を述べさせていただきます。また支援をいた
だきました生命共生体進化学専攻、研究室、また国際交流係の方にもお世話になり
ました。ありがとうございました。
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